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ボットの移動， VLSI の設計，地理情報システム (GIS) など、へ応、用で、きる。
本論文の第 2 章では最短経路問題の研究の現状と本研究の新しい諸結果について概説しているO
第 3 章では，計算幾何学，最短経路問題に関する諸定義について述べているo
第 4 章では，障害物内を代償を払うことにより通過できるものとしたときに屈折数(経路が曲がる数)と Ll 距離
(マンハッタン経路を仮定する距離)を複合した評価尺度を最小とする経路を求めるアルゴリズムについて述べる。
そして，この評価尺度の有用性について考察する O




平面上の 2 点と障害物が与えられたとき これらの 2 点を結ぶ最短経路を求める問題は計算幾何学における基本









定義し， k= 2 の場合について o (n 2 ) 時間， 0 (n) 領域で求めるアルゴリズムを示している。
以上，本論文は計算幾何学分野の最短経路問題に関する研究に大きく貢献するものであり，博士論文として価値あ
るものと認める。
